
 

               

 

 

和歌山城天守閣再建６０周年記念 
わかやま歴史館 夏の企画展 

 

和歌山城の近代―明治維新以降のお城と城下町― 
 

 

近代の和歌山城は、徳川氏の支配から離れ、政府の管理下におか

れます。それは明治 4年（1871）のことで、以降は軍隊が管理しま

した。明治 34年（1901）からは、県の公園としての整備が進み（明

治 45 年からは市管理）、昭和 10 年（1935）には天守閣が旧国宝に

指定されます。 

 

天守閣以外の建物や城下

町は、劇的に進む近代化の

中で撤去や破壊、改造をう

けて、大きく様変わりして

いきます。 

 

 

 

本展では、和歌山城と城下町が近代化の波によって変貌していく

様を、絵図や写真などを通じてご紹介します。 

幕末から戦後にいたる和歌山城周辺の風景を、ぜひご覧ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 和歌山城整備企画課 

担 当 者   内田・杉山・川嶋 

電    話 （073）435 －1044 

内  線 ３８３７ 

資 料 提 供 

平成３０年７月１０日 

会  期 平成 30年 7月 14日（土）から 

8月 26日（日）まで 

会  場 わかやま歴史館 

開館時間 9時から 17時 30分まで 

（入館は 17時まで） 

入館料  大人 100円、小・中学生無料 

【左】大正四年和歌山公 

園平面図 
（画像は和歌山城整備企画課蔵） 

【右】和歌山城之春景図 

（和歌山城整備企画課蔵） 


